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III　Japanコthe 　distr五bution　range 　of 　Ctetlw’ionopn）・s　has　1ong　becn　believed　to　be　］imited　to

Hokkaido　 and 　the 　 nortl 、em 　part　 of 　Honshu ．　 In　 1960
，
　 Imalzumi 　 recorded 　 the 　 existence 　 of

avole 　 of 　this 　genus　in　 the 　 southernmost 　par し of 　Kii　Peninsula，　 and £ ．　W ．　Jameson　3R．，　in
l961

，　surveyed 　the 　Iocalhy　and 　reported 　that 　the 　vole 　belonged　重o 　a　new 　spccics
，　Clethr’ie＿

アzoitt♪
・∫ i〃 〜aizu 〃 iii，　The 　 author 　doubtcd 　 oll 　 the 　 vaEdity 　 of 　this　 new 　 species 　and 　 rc −examined

specimcus 三n 　his　 own 　collecIion ．　By しhorough 　 comparison 　 of 　these 　 specimen3 　 w 正th　those 　 of

other 　distrlcts，　he　faiied　to　 find　 any 　notable 　 diH
’
erence 　 among 　them ．　 But　 the 　 locality　 is

distinc［ive　and 　this　is　 the 　very 　 reason 　 to　 sepal
・
ate 　 the 　Kii　Peninsula　vole 　from 　that 　of 　other

districls・At　this　 s［age 　of 　investiga重」〔｝n ，　【he　vo ｝e　of 　this　new 　Iocality　should 　be　classified

under 　the 　subspecies 　name 　C〜8 読 厂’o π o 川 ）
・
∫ ‘1ノ〜dei’so 〃 il　itllai2u〃 liii　JAMEsoN．（Received 　July

25
，　1966）

　 目本産 ヤ チ ネ ズ ミ属 （Ciethi’ionemり
’s） の 種 は こ

れ ま で ，本 飼 中 部 地 方以 北 の ヤ チ ネ ズ ミ　（C ・an ・

dersoni），北海道 の エ ゾ ヤ チ ネ ズ ミ （C ・t’tifOtamls

b‘rdfo 　rdiiie ） と ミ カ ドネ ズ ミ （C ．　 rittilas 　niikdtdo ）

の 3種 と さ れ て い た 。 と こ ろが ，1960年 に ，紀伊半

島南端部 に ヤ チ ネ ズ ミが 分布 し て い る こ と が わ か

り，1961年 に ，E ・W ・Jameson　JR・は ， こ の ネ ズ

ミは 南方 由来 の もの で ，北 方由来 の ヤ チネ ズ ミ とは

異 る もの と 考え，そ の 特 徴 を 記 し て 　C ．iv“ li2
♂
ulnii

（イ マ イ ズ ミ ヤ チ ネ ズ ミ） と命 名し た 。 だが そ の 記

載 で は ， こ れ を種 と し て認 め る ほ ど の 根 拠 が 十分 に

小 され て い ない 。著者は ， 本報で イ マ イ ズ ミ ヤ チ ネ

ズ ミ とヤ チ ネ ズ ミ の 類縁 性に つ い て 再検 討 を 加 え

た e

　本 論 に 入 る前 に，終 蛸
一

貫 して 指導 して 下 さ っ た

京 都大 学 理 学 部 動 物 学 教 室 の 徳 田 御稔助 教授 に 深 く

感 謝す る 。

材料 と方法

　使 用 し た 材料 は ，紀 伊 半 島産 ヤ ナ ネ ズ ミ と して 著

者 が 那 智 原 生 林 で 捕 獲 し た 2 頭 と
， 本州 中 部地 方 以

北 産 ヤ テ ネ ズ ミ と し て 八 ケ 岳 で 捕獲 さ れ た ヤ チ ネ ズ

ミ 4頭 で あ る （全 部 成 獣） 。 な お ，東 北 地 方 で 採集

44

され ，最 初 に 種 名が 与 え られ た ヤ チ ネ ズ ミ の 模 式 漂

本 （大 英 博 物 館 所 蔵 ） に つ い て の 故青 木 文
一

郎 氏 の

研 究 ノ ー h ，お よ び Thomas の 原 記 載 も参 照 し，

同 標 本 の 頭 骨 の 各部 分 の 計 測 値 と 写 真 を比 較樗料 の

一
部 に 加 え た。

　体 の 各 部分 の 瀏 定 個 所 は ，外形 に つ い て は 頭 胴

長 ，尾 長 ，後 足 長 で あ り，頭 骨 に つ い て は ，一般 の

測 定 に 従 う 頭 骨 全 長，基 底 頭 蓋 長 ，頬 骨 弓 最 大 幅，

眼 窩最 小 幅，頭骨 幅，上 臼 歯列 長 ，歯 隙部 長 ，門 歯

孔 長 ，鼻 骨 長 ，吻 幅，上 顎 第 1 臼 歯幅 ，聴 胞 幅，聴

胞 長 ，臼 歯部 （第 3 上 臼 歯 ） に お け る頭 骨 高 で あ

る 。 背 面 の 毛 Ut　lcつ い て は マ ン セ ル 　（Munsen ） 表
．
色法 を用 い た。な ts別 地 域 の も の と 比 較 す る た め

に，外形 に つ い て は ，頭 胴 長 に 対 す る各 部分 の 長 さ

の 員二率 ，頭 骨 に つ い て は ，基底頭蓋 長 に対 す る 各部

分 の 長 ざ の 比 率 を算 毘 し た 。 ま た ，生 態 の 参考資料

と して ，採 集 地 の 植 生 に つ き簡 挙 に ふ れ ，乳頭 式 や

食性 と歯 の 形態 の 関係 な ど に もふ れ た 。 さ ら に，那

智 と八 ケ 岳 で の 小 哺 乳類 の 各種 の 楠 獲 数 の 割 合 も 示

した 。

分布域と そ の 櫛生

結 果
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Table　 L　 Numbers 　 of　 small 　 mammals 　 collected 　 at 　 Nachi　 Yatsugatake

Nachi

1965 1966 tota1

L
−l　 Y 。・s 。 g 。 ・。 k。 1965

i
numbers 。 f　trap −njght

Cletitrioiioi〜！♪
・s

APode 〃 t．us 　sPeci ｛，s ’ls

．APoden〜 〜45　geisha

。4 ア2teiio 〃 り
）s ∫〃 tit乃ii

L 「
rotric

’hus　t‘igPoides

Dy 〃卍ecodon 　pilirost厂ガ∫

589

　 1

　 921

　 1

　 5

　 0

488

　 1

　 743

　 0

　 5

　 0

1077

　 2 　（　2．2）£←

　 16　（17．2）

　 64　（68．8）

　 1 （ LD

　 】0 （IO．8）

　 0 （0．0）

1

27013

　（39 ．4）
w

　O （0．0）
18　（54．5）

　 1 （3．0）

　 0 （ O・O）

　 1 （ 3．  ）

xPcrcentage 　 of 　 number 　of 　specimen 　 of 　each 　species 　 t〔｝ dle 　totaL

　紀伊半島産 の ヤ チ ネ ズ ミの 分布域は ，現在 知ら れ

て い る と こ ろ に よ れ ば，紀伊半島南端 の 和歌山県東

牟婁郡 那智勝浦町 の 原生林 と高 田村お よ び明神村 の

3 ヵ 所 で ，い ず れ も海抜 200〃 i 以 ドの 低 い 山 地 で あ

る。 そ の 場所 の 植生 は ス ギ が優占 し．そ の 間 に 照葉

樹 が は え ，
一
ド草 は 密生 し て b る が ，腐植 上 は 5 す く

2Cin以下で あ る 。

一
方，本州中部地方 以 北 産 の ヤ チ

ネ ズ ミ は 東 北 地方 か ら信 州 の 山 地 に 至 る 地域 に そ の

分布 が 限 ら れ て い る。中部地方 で は 亜 高山帯 肴 よ び

高山帯で な け れ ば 採集 で きな い 。 そ の 地 方 の 植 生

は ，八 ケ 岳 を例 に と る と，亜 高 山 帯 （海 扱 1500 −

2500m ） で は コ メ ツ ガ ，オ f、シ ラ ビ ソ，ま た高山帯

（海抜 2500 〃 i 以 上 ） で は ハ イ マ ツ が優 占す る。

乳頭数 と 食性

　紀 伊半島産 の もの
“
E， ，他 の 地域 の ヤ チ ネ ズ ミ も，

乳 頭式 は 2 − O − 2 で 表 わ さ れ る 。 すな わ ち 8個 の

乳 頭 を も っ て い る 。 食性 は 、い ず れ も強 度の 草 食 性

で ，胃内 に は 青草が い っ ぱ い つ
．
ま・） て い た 。

捕 獲率

　使用 し た ワ ナ 数 と捕獲 し た 小 哺乳 類数 の 内分 け は

第 1 表 に 示 し た 。 捕 獲 し た 全小哺乳 類数に 対す る各

種 の 小 哺 乳 類数 の 割 合 は ， 那智 で は ヤ チ ネ ズ ミ ，
2．2

％ ；ア カ ネ ズ ミ．17・2％ ヨ ヒ メ ネ ズ ミ，68・8％ ； ヒ

ミ ズ，IO．8％ ；ス ミ ス ネ ズ ミ，1．1％ で あ り，八 ケ

岳 で は ヤ チ ネ ズ ミ，39．4％ ； ヒ メ ネ ズ ミ，54．5％ ；

ヒ メ ヒ ミ ズ ，3．0％ ； ス ミ ス 素 ズ ミ，3．O％ で あ る 。

背面 の 毛色

　 那智産 の ヤ チネ ズ ミ は 赤橙色 （10R4 ！6） で ， 八

ケ 岳産 の ヤ チ ネ ズ ミは 赤 褐 色 （5YR416 ） で あ

る 。 した が っ て前者 の 方が 後者 よ り明る く，赤味が

強 い 。

上 臼 歯の 形態

　付図 に 示 し た よ うに ，
エ ナ メ ル 質で 縁 ど られ る 三

角紋 の 凸 突起 の 形態 は ，那智産 ヤ チ ネ ズ ミ と八 ケ 岳

産 ヤ チ ネズ ミ を比 較 す る と，後者か ら前者 へ と 連続

的 に 変化 し ，し だ い に 丸味 を増 し て い る 。

門歯孔 の 形態

　付図 に 示 し た よ うに ，標本間 に 差は 見られ なか っ

た 。

各部分の 測定 と比率

　外部 お よ び 内部 の 測定値 は 第 2 − 4 表に 示 し た と

お りで あ る 。 こ こ で は ，頭胴長 と基底頭蓋 長を実測

値 で Jkg．一検討 し，他 の 部分 は 比率 に つ い て 比 較 し

た 。

　頭胴長 ：那智産 ，］03・0− 104・Om ．m ； 中部以 北 産，

9喋．O− 120 ．Omm て ，前 者 の 変異 は 後老 の 変異 の 幅

の 中 に 含ま れ た 。

　尾 尋く： り耳〜智産 ，　62．S− 64．6％ ；叫」部以 司ヒ産，　45．0

− 75・5％ て
， 前名 の 変異は 後者 の 変異 の 幅 の 中 に 含

ま れ た 。

　後 足 長率 ： 那智産，18・8− 19・1％ ；中部 以 北産，

15 ・4 −．2L3 ％ で ，前者 の 変 異は 後者 の 変異 の 幅 の 中

に 含 ま れ．た 。

　基 底頭蓋長 ： 那 智産 ，24・5− 29・　17nnt 　； 中 部 以 北

産 ，24．O− 25．3〃 ttn で ，両者 の 変異 に は 重 な る 部分

が あ っ た。

　 頭骨全長率 ：那智産．107・3− 108・2％ ；中部以北

産，106．3− 117．2％ で ．前 者 の 変異は 後者 の 変異 の

幅 の 中 に 含 まれ た 。

　 頬骨 弓最大幅 率 ： 那智産 ，53・6− 60・2％ ；中部以
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Table  2,Absolutcvatues  ofdimensions  invamouspartsof  externa]sandskull
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 ;:, go.e.:E
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 pt,-x.:.'a"=Pr.be
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£

-Uen

 1.be

 cr 
cnR
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  x
  -.-
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h-)  q
  - es

  -s

 
-- .Hk8di"ottoci5gJ

 pttsen>-

 ge"sc:9ts

  '
 

-.H

  =  as
 h=
  .a
 -p

 ---rev.08-geedi::
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 fi ra>-
 gsvr:9be

 -M
  :'a
 h  st
  - st
 -- n --{86.vot

 or cri:=x"a-C.M>-

 E8op:2be

 -"'ge83･..･HO"ts

 oggEsiuE:

 co<o.

 .:mzos:sS.e..di

Extcrnal  measurernents;

head  and  body

tailhind

 foet

Cranial measurcments:

total skull  length

condylobasilar  lenglh

zygomatic  breadth
'interorbital

 breadth

lambdoidal  breadth

alveolar  length of  upper  molar  row

diastema

height of  skull

incisiye forarnina

nasalsbTeadth

 ef  rostrum

width  of  Mi

width  ef  auditory  bullae

length of  a, b.

lltII11

1i1ltl･I.

;///

E1･'l11llci'[

104.065,O

 19,5

27.725,

 615.44.6l2,46.5

 7.99.45.4s.o5.8

 1.26.

 17.6

103,O66,5

 19,7

26.324.514.34.3i2.06.5

 7.48.95.39.95.5

 LlS.87,O

6722,oo

29.115.6

 4.312.56.9S.3

103,O65.020.0

26.624.714.I

 4,8l2,1

 6,2

 7.58,45.08.2s,o

 Ll6,l

 7.8

I05,O62,O

 l9,1

26,724,914.3

 4.e12.46.3

 7.68.45.0

 7.95.t

 Ll6.27,8

94,O71.020.

 0

26.925.3l4.8

 4.2

6.38.08,B5.58,85.51.26.57.5

108.068,O

 l8,5

24,722,8l3.I

 3.91].O6.0

 7.08.15.0

 7.64.6

 Ll5.97.!

120,O54,O18,5

26.622.7l5.0S.3

5.17.0

5.07.8

O.9

Table  S.Rerativesizeof  tailand  hindfoot(against  thelength  ofheadandbedy)

-6z cu6Z

ca96zg'h

TbeNU
anlpt 4Ibe colbe

tseca-Adi6z:rd

tail length

hind  foot

1l･･lI1/l
62.5]8.864.6l9.1 63.1l9.459,O18.275.52L363.017.245.015.4
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Table 　4．　Relative　 sizes 　of 　several 　parts　of 　skull （against 　thc 　 condylobasilar 　length）．

total 　 sku ］11ength

zygQmatic 　breadth

intererbital　breadth

lambdieidal　 breadth

alveolar 　length　 of 　 upPer 　molar 　row

d三as 重ema

height　Gf 　 skull

三ncisive 　forarn重na
nasatsbreadth

　 of 　rostrum

width 　 Qf 　M ⊥

width 　of 　 aud1tory 　 bullae

length　 of 　 a ．　 b，

OZ

創

．
oZ

o ⊃

〇一
　，
o

乞
，

hh

7
諺
弼

ぴ 5
ー

崎

1
ooI

卜

O
蟹7、
。

守．
［
．

P ，
陰

07

［
．

Σ．
q身

108、，
・260

，218

．048

．425

，430

．936

，721

，131

，322

，7

　 4．72

ヨ．B29

，7

107，358

，417

，649

，026
．53

  ．236

，321

．640

．422

，4

　 4，523

．フ

28．6

一一一一　　 107 ．7　　 107 ．2

53，6 　　 57．1　　 57．4

】4．8　　　】9，4　　　16．1

43．0　　　49，0　　　49．B

23，7　　　25，1　　　 25．3

28，5　　　30．4　　　30．5

　 　 　 　 34．0 　　 33．7

　 　 　 　20．2 　　 20，1

　 　 　 33．2 　　3L7

　 　 　 20．2　　　　20 ．5

　 　 　 　 4，5　　　4．4

　 　 　 　24．7　　　24r9

　 　 　 　3L6 　　 3L3

106 ．358

，516

．6

24．931

．634

．821

．734

．821
．74

．725

．729

．6

】08．357

．517

．148

．226

．330

．735

．521

、933
．320
．2

　 4．825

．931

．1

117 ．266

，114

．5

22．530

．8

22，034

．4

4、0

北 産，57・【− 66・1％ で ，両者 の 変異 に は 重 な る 部分

が あ っ た 。

　眼 窩最小 幅 率 ： 那智産，14・8− 18．0％ ；中部 以 北

産 14・5− 19・4％ で ，前者の 変異は 後者 の 変異 の 幅

の 中 に 含 ま れ た 。

　頭 骨 幅 率 ； K・智 産 ，43・0− 49・0％ ；中部以 北産 ，

48．2− 49 ．0％ で ， 前者 の 変異 は 後 者 の 変異 の 幅 の 中

に 含 ま れ た 。

　上 臼 歯列長率 ： 那智 産，23・7− 26．5％ ；中部 以 北

産，22．5− 26．3％ で ，両者 の 変異 に は 重 な る部分 が

あ っ た 。

　粛隙部長率 ： 那智産 ，
28，5− 30．9 ％ ；中 部 以 北

産，29．2− 31．6％ で ，両者 の 変 異 に は 重 な る 部分 が

あ っ た。

　 臼 歯部 に お け る 頭骨高率 ：那 智 産 ， 36，3 − 36．7

％ ；中部以 北産 ，
33・7−m35 ・5％ で ，前 者と後者 の 変

異 の 閊 に O・8％ の 差が見 られ た。

　門歯孔長率 ： 那智崖，21」 − 2L6 ％ ； 申 部 以 北

産，20．1− 22．0％で ，前者 の 変 異 の 幅 は 後者 の 変異

の 幅 の 中 に 含 ま れ．た t

　鼻骨長率 ：那 智 産，3L3 − 40・4％ ∋中部以北 産，

33，2− 34．8％ で ，前者 の 変異 の 幅 は 後者 の 変異 の 幅

を含 ん だ 。

　吻幅率 ：那智産，22．4− 22・7％ ；中 部 以 北 産，
20・2　21・7％ で ，前者 と後者 の 変異 の 問 に O．7％ の

差が見 られ た f、

　上 顎第 1 臼 歯最大 幅 率 ： 那智産 、4・5− 4・7％ ；中

部以北産 ，
4・0− 4・8％ で ，前者 の 変異は後者の変異

の 幅 の 中 に 含 ま れ た o

　聴 胞 幅 率 ：那 智 産 ，23．7−−23．8％ ；中部以北産，

24・7− 25・9％ で ，両者の 変異の 問 に 0．9％ の 差 が 見

ら れ た。

　聴胞長率 ：那智産 ，28．6− 29．7％ ； riコ部以 北 産，

29．6− 31．6％ で ，両者 の 変異 に は 重な る 部分が あ っ

た 。

論 議

　Jarneson（1961） は ，那智産 の もの を，以 前 か ら

知ら れ て い た ヤ チ ネ ズ ミ と区別 し．そ の 特 徴 と し

て ， 次 の 諸点 をあげ た 。
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　 　 。 鍵 　 　 轜 葵 　 　 　 　 　 　 欝

爨靉 爨鑾1靉懃驪爨
　 　 Plate　1．　 Skulls　of 　Clethrionomys．　A 　 and 　B ： specimens 　 collected 　at 　Nachi ，　（】： at 　Yatsugatake

亀

　 　 Dltype 　specimen 　from　 Tsunagi，　the 　photQ 　by　B ．　AOKI 。

　 1）背面 の 毛色が，前者 は 後者 に 比 べ て よ り明 る 　　　　 3 ）聴 胞が，前者 は後者 に 比 べ て い ちじ る し く小

い q 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さ Vi 。

　 2） 臼歯 の 歯紋 の 形 態が，前者は後者に 比 ぺ て 丸 　　　　 4 ）門歯孔 の 形態が異 な る 。

味 を お び て h る。　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　 5 ）生 息域が異 な る o
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と こ ろが，〔1〕の 毛色に つ い て は ，さ きに 述 べ た よ う

に ， 那智産 の 方が中邦 以北産 の もの よ り明 る い が，

こ の 変 異は Gloger の 法則
一

すな わ ち，南 方 の 動

物 は 北方 の 動物 に 比 べ ，毛 色は 赤味 を増 し ，明 る く

な る （徳 田，1941）一
に 当 て は ま り，単純 な地理

的変異 に 属 す る か ら分類学的 に は 重視 で きな い 。

　 2） に つ い て は ，付 図 で 見 られ る よ うに 連続的な

推移 が 認 め られ ， こ の 特徴 で も鑑 別 で き な い
。

　 3 ） に つ い て は 聴胞幅 に 差が．見 ら れ た が ， 1 ％以

下 の 差で あ る 。 し たが っ て ， こ の 点 で も明 確 に 区別

す る こ とが 困難 で あ る。

　 4 ） に つ い て は 前述 し た よ 5 に 両者の 違い は 見 ら

れ な い 。

　な お ， Jarneson　｝t両者 の 共通点 と し て ，

　（1）第 3 上 臼 歯 の 舌側 に 4 つ の は っ き り と し た 凸 角

が 存在す る こ と，ま た ，  尾 率が エ ゾ ヤ チ ネ ズ ミ ，

ミカ ドネ ズ ミ と比 べ て 大 きい こ と をあげ て い る， 

に つ い て は ，著者 も同 様 の 結 果 を 得 た。しか し，（］〕

に 関し て著者 は 前述 し た よ もに 異 る 結果 を得 た 。 こ

の 点 に つ い て は ，第 3 上 臼 歯が発生 の 後期 に 生 え て

く る の で ，不安定 で ，個体差が大 きい こ と を考慮 し

て お く必要があ る 。 前述 し た よ うに ，著者 は 他 の 部

分 に 関 し て 形 態 一1／．の 共 通 点 を多 く見 て い る の で ，残

る 問題 は ，ただ産地が飛び離れ，低 山性 で あ る こ と

だ け に な る。 こ の 生 息域 の 差 に つ い て は ，レ リ ッ ク

と考え て よい と思 うが ，Ja皿 eson が主張す る よ うに

南方由来 を考 え る 根拠 は ど こ に もな い 。 し た が っ て

紀 伊半島南端 に 知 られ て b る こ の ヤ チ ネ ズ ミ は ，こ

の 地域 に 特産 の
k
イ マ イズ ミ ヤ チ ネ ズ ミ k と し て 考

え る の で は な く，東 北一
信 州 に 分 布 す る ヤ チ ネ ズ ミ

が ，か っ て 生息域 を拡大 し て い た 時代 の 反 映 を示 す

レ リ ッ ク と す る べ きで あ ろ う。 し た が っ て ，そ れ を

独 立 種 とす る の は 妥 当で な い と 考え る
。 著者 は ， 現

段階 の 研究 で ，紀伊半島南端 の ヤ チネ ズ ミ を，α θ
一

thrion θ ittys 　ande7
’
soni 　 i〃 iaix ．um ・Ei　JAMESON 　と し

て 分類す る こ と を提唱す る 。
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